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据付工事説明書　試運転編

室外ユニット品番

パッケージエアコン <ビル用マルチエアコン>　

CU-P450UX5
CU-P450UX5E
CU-P450UX5J
CU-P450UXR5
CU-P450UXR5E
CU-P450UXR5J
CU-P450UXPR5
CU-P450UXPR5J

CU-P400UX5
CU-P400UX5E
CU-P400UX5J
CU-P400UXR5
CU-P400UXR5E
CU-P400UXR5J
CU-P400UXPR5
CU-P400UXPR5J

CU-P335UX5
CU-P335UX5E
CU-P335UX5J
CU-P335UXR5
CU-P335UXR5E
CU-P335UXR5J
CU-P335UXPR5
CU-P335UXPR5J

CU-P280UX5
CU-P280UX5E
CU-P280UX5J
CU-P280UXR5
CU-P280UXR5E
CU-P280UXR5J
CU-P280UXPR5
CU-P280UXPR5J

CU-P224UX5
CU-P224UX5E
CU-P224UX5J
CU-P224UXR5
CU-P224UXR5E
CU-P224UXR5J
CU-P224UXPR5
CU-P224UXPR5J

冷媒R410A使用

●

●

●

●

「据付工事説明書」「据付工事説明書 電気工事編」「据付工事説明書　試運転編」をよくお読みのうえ、
正しく安全に据え付けてください。
特に「安全上のご注意」は、据え付け前に必ずお読みください。
既設配管対応タイプ UXR5は、既設配管の再利用に対応しています。
既設配管を再利用する場合は、まず別紙「据付工事説明書　試運転編　別紙（既設配管再利用）」に従って作業を
行ってから、この「据付工事説明書　試運転編」に従って試運転を行ってください。
据付工事完了後、試運転を行い異常がないことを確認するとともに「取扱説明書」にそってお客様に使用方法、
お手入れのしかたを説明してください。
「据付工事説明書」「据付工事説明書 電気工事編」「据付工事説明書　試運転編」およびUXR5に付属されている
「据付工事説明書　試運転編　別紙（既設配管再利用）」は、「取扱説明書」とともに、お客様で保管いただく
ように依頼してください。

注意
室外ユニットの吸込口やアルミフィンにさわらない■
（けがの原因）
可燃性ガスの漏れるおそれのある場所へ設置しない■
（万一ガスが漏れてユニットの周囲にたまると、発火の原因）

接続部から漏れた冷媒には直接さわらない■
（凍傷の原因）

据付工事説明書に記載されていない方法や、指定の部品を使用しない方法で据え付けされたことにより
事故や損害が生じたときには、当社では責任を負えません。
また、その据え付けが原因で故障が生じた場合は、製品保証の対象外となります。

■

警告 注意

安全上のご注意 必ずお守りください
人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。
■ 誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

「死亡や重傷を負うおそれがある
内容」です。

「軽傷を負うことや、財産の損害が
発生するおそれがある内容」です。

してはいけない内容（禁止事項）です。 実行しなければならない内容（強制事項）
です。
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の設定画面で
　　「 　」から「　 」に設定変更



３ページへつづく
いいえ

初期画面で「       」が点灯/点滅している
室外ユニットが冷媒系統内にありますか

　　室外親ユニット、子ユニットすべて
再起動してください

※2 室外親ユニットの7セグメント表示と
　　操作キーにより冷媒系統内のすべての
　　室外ユニットを再起動できます。
　　７セグメント表示と操作キーで再起動
　　する場合は、５ページの 初期設定 を
　　参照してください。

※２

※3

はい

はい

室外親ユニット、子ユニットすべて
設定完了しましたか

　　 :“       ”（室外ユニット接続台数）を設定します

　　 :“       ”（室内ユニット接続台数）を設定します

※1 号機設定“    ”に設定したものが
　　室外親ユニットとなります。

　　 :“       ”（室外ユニット号機）を設定します
※１

　　 :“       ”（系統アドレス）を設定します

いいえ

いいえ

はい

室内外操作線が複数の冷媒系統に
接続されていますか

＜全室外ユニットコントロール基板＞

項目1.試運転前準備と注意を再度チェック

室外親ユニット基板上の終端プラグの短絡用ソケットは２系統以上で
リンク配線する場合に、集中制御機器から一番手前の室外ユニットと
一番遠い室外ユニットの２台を残してすべて”OPEN”側に差し替える。
※親ユニット以外の終端プラグの短絡用ソケットは操作する必要はありません。

７セグメント表示と操作キーについては項目３．室外ユニットコントロ－ル基板の設定を参照

※3 点滅：数値設定が反映されていません。
　　点灯：再起動が実施されていません。

２．試運転手順
●

●

系統アドレスが重複したり、室内ユニットの台数設定が合わないと警報となり運転しませんので
設定には注意してください。
室内ユニットの基板上での設定はありません。

絶縁抵抗値が1MΩ以上か確認してください。絶縁測定は500Ｖ用メガテスターを使用してください。
＜測定場所：電源端子台（端子Ｒ、Ｓ、ＴまたはＲ、Ｓ）と大地間＞
200V以外の回路にメガテスターを使用しないでください。
漏電しゃ断器は、クランクケースヒーターに通電するため、試運転を行う５時間以上前に入れてく
ださい。
現地接続配管のリーク検査、真空引き、冷媒チャージ後、室外サービスバルブは全開にしてください。
ただし、室外ユニット単独設置の場合、バランス管は使用しませんので全閉のままにしてください。
試運転はお客様に立ち合いをお願いしてください。
そして、“取扱説明書”を説明した上で、実際に操作していただいてください。
“取扱説明書”、“保証書”は必ずお客様にお渡しください。
コントロール基板の交換時には必ず交換前の各設定に合わせてください。

●

●

●

●

●
●

１．試運転前準備と注意
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の設定画面で
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リモコンを通常に戻す

項目６．自己診断機能表に従って
チェックし、修正してください運転できますか

リモコンを試運転に設定

試運転準備ＯＫ

自動アドレス完了

※５ 電源ＯＮの全冷媒系統の
　　 室内ユニットがすべて運転します。

※６ 室内ユニット間最大高低差（H2）
　　（※据付工事説明書参照）が
　　１５ｍを超える場合、　 　    : “        ”の設定画面での設定画面で
　　「 　」から「　 」に設定変更　　「 　」から「　 」に設定変更してください。

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

初期画面に警報コードが
表示されている
室外ユニットがある

初期画面で「          」点滅（約２～3分）

　　  :“       ”
（自動アドレス）の設定画面で
「   」に設定してください

その冷媒系統のみ
室内・室外電源を入れる

初期画面に警報コードが
表示されている
室外ユニットがある※４ 室外ユニットは通電後、

　　 ５時間以上経過していること。

警報内容確認

各設定修正

室内・室外電源を
切る

各部修正（配線等）

警報内容確認

各設定修正

室内・室外電源を
切る

各部修正（配線等）

※５
室内・室外ユニット
暖房運転開始

初期画面で「          」点滅

　　  :“       ”
（自動アドレス）の設定画面で
「   」に設定してください

室内・室外電源を入れる

圧縮機を運転してもＯＫか

※４

※５
室内・室外ユニット
冷房運転開始

初期画面で「          」点滅

　　  :“       ”
（自動アドレス）の設定画面で
「   」に設定してください

室内・室外電源を入れる

圧縮機を運転してもＯＫか

※４

※６

自動アドレス運転を暖房で行いますか

試運転を行う
１冷媒系統のみ電源を入れる

ことが可能ですか

ケース１

ケース２

（6ページ参照）
or

（8ページ参照）を選択してください

ケース３-ロ ケース３-イ
（8ページ参照） （8ページ参照）

＜室外親ユニットコントロール基板＞
２ページから
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の設定画面で
　　「 　」から「　 」に設定変更

ＡＰ（ＣＮ１０２）（２Ｐ 白）：室外ユニットの真空引きを行う時に使用します。
　　　　　　　　　　　　　　（短絡状態にすると室内ユニットを運転できません）
ＳＮＯＷ（ＣＮ１０４）（３Ｐ 赤）：降雪センサーを取り付ける場合に使用します。
ＳＩＬＥＮＴ（ＣＮ１０５）（２Ｐ 白）：室外ファンの静音モードを設定する場合に使用します。

・

・
・

＜室外ユニットコントロール基板上の各スイッチ類の概要説明＞

ＡＰ（ＣＮ１０２）（２Ｐ 白）

ＵＰ（ＳＷ２）

ＨＯＭＥ（ＳＷ１）

ＳＥＴ（ＳＷ４）

７セグメント ＬＥＤ

（表示例）

ＤＯＷＮ（ＳＷ３）

ＬＥＤ２（赤）

ＬＥＤ１（緑）

ＳＮＯＷ（ＣＮ１０４）（３Ｐ 赤）

ＳＩＬＥＮＴ（ＣＮ１０５）（２Ｐ 白）

終端プラグ短絡ソケット（２Ｐ）
終端プラグ（ＣＮ６７）（３Ｐ 黒）

３．室外ユニットコントロ－ル基板の設定

【７セグメント表示と操作キーへのアクセス】
● ７セグメント表示と操作キーは、室外ユニットコントロール基板上に配置されています。
　 前パネルを外さずに点検口から確認および操作できます。

点検口（外ぶた）
ネジ1本はずして
開ける

ネジ2本はずして開ける
点検窓（内ぶた）

点検窓（内ぶた）を
　開けた状態

室外ユニットコントロール基板上の
　　　７セグメント表示

点検口（外ぶた）を
　開けた状態

　ＵＰ
（ＳＷ２）

ＨＯＭＥ
（ＳＷ１）

ＳＥＴ
（ＳＷ４）

７セグメントＬＥＤ

ＤＯＷＮ
（ＳＷ３）

ＬＥＤ２（赤）
ＬＥＤ１（緑）

-4-



の設定画面で
　　「 　」から「　 」に設定変更

初期設定例
系統アドレス：4、室外ユニット3台接続、室内ユニット15台接続の場合

※室外子ユニットもすべての設定をしてください。

↑DOWN

↓UP

メニュー番号 内　容 出荷時 親ユニット 子ユニット1 子ユニット2
設定データー

室外ユニット号機
室内ユニット接続台数
室外ユニット接続台数

系統アドレス （ r.01 ）

（ o.01 ）
（ i.01 ）
（ s.00 ）

●
●
●
●

設定する項目を表示後、SETキーを１秒以上長押しします。
LED2（赤）が点灯し設定画面となります。
メニュー番号と項目番号（設定データー）の交互表示から、項目番号（設定データー）の表示となります。
設定画面でUP・DOWNキーで設定する値を表示後、SETキーを１秒以上長押しします。
LED2（赤）が消灯し確認画面となります。
メニュー番号と項目番号（設定データー）の交互表示となりますので、設定した値が反映されている
ことを確認してください。
設定画面でHOMEキーを押すと設定変更を反映することなく確認画面に戻ります。
すべての設定完了後に同一系統のすべての室外ユニットを再起動してください。

必ず室外親ユニットで実施してください。
①  メニュー画面でUP・DOWNキーで「　　　」を表示します。
　  １秒後にメニュー項目「　　　」が表示されます。
②  メニュー番号「　　」で「　」を選択すると、室外親子間操作線で配線されているすべての
     室外ユニットが再起動します。
　  室外子ユニット設定中は、再起動しないでください。
     “      ”と“    ”が交互表示していることを確認してから再起動の設定をしてください。　
     初期設定後、室外ユニットを再起動するまでは、初期画面で「　　　」が表示されます。
     設定が正しくできていない場合は運転できません。各室外ユニットの設定を見直してください。

（4）
 
 
（5）
 

 
 
（6）

（1）
（2）
（3）

メニュー画面でUP・DOWNキーで「　　　」を表示します。１秒後にメニュー項目「　　　」が表示されます。
メニュー項目表示後にSETキーを押します。LED1（緑）が点灯し確認画面となります。
確認画面でUP・DOWNキーで設定する項目を表示します。項目番号と項目内容が交互に表示します。
現在の設定値を確認できます。

試運転前に以下の設定をしてください。
初期設定

７セグメント表示と操作キーで再起動する方法

↑DOWN

↓U P

初期設定
ショートカット機能
現地毎の設定

メニュー番号 メニュー項目 内　容

（ st.f ）
（ scf ）
（ set）
（ ini ） 初期画面

設定画面確認画面メニュー画面

初期画面

HOME長押し

HOME長押し
HOME長押し

HOME : キャンセル

SET 長押し：設定反映

SET 長押し
緑：消、赤：消 緑：灯、赤：消 緑：灯、赤：灯

SET

HOME

UP・DOWN

UP・DOWNキーでメニュー番号表示の
１秒後にメニュー項目が表示されます。

３．メニュー画面

メニュー項目の選択は、UP・DOWNキーで
表示後、SETキーで選択します。
HOMEキーで選択を解除します。
設定画面は、確認画面でUP・DOWNキーで
項目を表示後、SETキーを１秒以上長押しして
表示します。
設定画面で変更した値は、SETキーを１秒以上
長押しすることで反映されます。
HOMEキーで設定画面から確認画面に戻ります。

●

●

●

●

２．キー操作の基本

●
●

●

HOME・UP・DOWN・SETの４つのキーで、基本的にすべての表示、設定を操作します。
表示は３桁の７セグメントLEDで行われています。
表示画面は初期画面、メニュー画面、確認画面、設定画面に切り替わります。
各項目はメニュー番号と項目番号（設定データー）を交互に表示します。
無操作状態が１０分以上続くと初期画面に戻ります。
初期画面でさらに無操作状態が１０分以上続くと７セグメント表示画面が消灯します。
いずれかのキーを操作すると７セグメントが表示します。

１．キー操作による表示・設定
キー操作と表示について
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の設定画面で
　　「 　」から「　 」に設定変更

●9ページの リモコンからの自動アドレス設定方法 を参照してください。

１号機コントロール基板からメニュー画面でUP・DOWNキーで「　　　 」を表示します。
１秒後にメニュー項目「　　　」が表示されます。
メニュー項目表示後にSETキーを押してその項目を選択します。
緑のLEDが点灯し確認画面となります。
確認画面でUP・DOWNキーで設定する項目を表示します。
メニュー番号と項目番号（データー）が交互に表示します。
現在の設定値を確認できます。
「　　」（　　　）表示後、SETキーを1秒以上長押しします。
赤のLEDが点灯し設定画面となります。
メニュー番号と項目番号（設定データー）の交互表示から「　」の表示となります。
設定画面でUP・DOWNキーで設定する値を表示後、SETキーを1秒以上長押しします。
赤のLEDが消灯し確認画面となります。
「　」を設定してください。
自動アドレス中は初期画面で「　　　」が点滅します。
自動アドレスを中断する場合は、「　　　」で「　　」（　　　)を     
選択し設定画面で「　」に設定してください。
自動アドレスを中断し、初期画面に戻ります。
自動アドレスが正常に終了した場合、初期画面に戻ります。
自動アドレスが正常に終了しなかった場合、警報表示に従って対処
後に再度自動アドレスを実施してください。
リモコンからの運転が可能になります。
※リモコンから自動アドレス設定する場合は、初期設定完了後にリモコンで
　自動アドレス操作を行います。

（1）
 

（2）

（3）

（4）
 
 

（5）

（6）
（7）

（8）
（9）

（10）

自動アドレス手順
室外ユニットから自動アドレス設定を操作する方法

１号機（室外親ユニット）の設定を表の内容のように設定してください。
２号機（室外子ユニット１）、３号機（室外子ユニット２）の設定も表のように変更してください。

ケース１

１号機

室外ユニット（親子）間操作線

室外ユニット
（室外親
ユニット）

３号機２号機

リモコンわたり配線リモコン

室内外操作線

１－１０１－３１－２１－１室内ユニット

ソケットはSHORT側
終端プラグの短絡

初期設定

↑DOWN

↓UP

メニュー番号 内　容 出荷時 親ユニット 子ユニット1 子ユニット2
設定データー

室外ユニット号機
室内ユニット接続台数
室外ユニット接続台数

系統アドレス

※室外子ユニットもすべての設定をしてください。
※初期設定後、室外ユニットを再起動するまでは、
　初期画面で「　　　」が表示されます。

＊室外ユニット基板上の終端プラグの
短絡用ソケットは操作する必要はありません。
工場出荷時は“ＳＨＯＲＴ”側に差されています。
“ＳＨＯＲＴ”側に差されていることを
確認してください。

●リンク配線されていない場合（室内外操作線が複数系統に接続されていない場合）
圧縮機を運転せずに室内ユニットアドレスの設定ができます。

基本配線図  例（１）

４．自動アドレス設定方法
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の設定画面で
　　「 　」から「　 」に設定変更

Ｚ系統室内ユニットへ

室内外操作線

室外ユニット（親子）間操作線

ソケットを SHORT側
終端プラグの短絡１号機 ２号機

（室外親
ユニット）

室内外操作線

　Ｚ系統
室外ユニット

室外ユニット（親子）間操作線

ソケットは OPEN側
終端プラグの短絡

＜２冷媒系統＞

＜１冷媒系統＞

１号機

１号機
ソケットはSHORT側
終端プラグの短絡

室内外操作線
室内外操作線

室外ユニット（親子）間操作線

　２系統
室外ユニット

　１系統
室外ユニット

室内ユニット ２－１ ２－２ ２－９

リモコン リモコンわたり配線

（室外親
ユニット）

２号機

３号機２号機
（室外親）
ユニット）

リモコンわたり配線リモコン

室内外操作線

１－１３１－３１－２１－１ユニット
室内

集中制御
機器

１冷媒系統の初期設定

↑DOWN

↓UP

メニュー番号 内　容 出荷時 親ユニット 子ユニット1 子ユニット2
設定データー

室外ユニット号機
室内ユニット接続台数
室外ユニット接続台数

系統アドレス

室外子ユニットもすべての
設定をしてください。
初期設定後、室外ユニットを
再起動するまでは、
初期画面で「　　　」が表示
されます。

※

※

２冷媒系統の初期設定

↑DOWN

↓UP

メニュー番号 内　容 出荷時 親ユニット 子ユニット1
設定データー

室外ユニット号機
室内ユニット接続台数
室外ユニット接続台数

系統アドレス

室外子ユニットもすべての
設定をしてください。
初期設定後、室外ユニットを
再起動するまでは、
初期画面で「　　　」が
表示されます。

※

※

●リンク配線の場合基本配線図  例（２）
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の設定画面で
「 　」から「　 」に設定変更

室外ユニットに通電後、５時間以上経過してから行います。
ケース1の手順（1）～（4）と同様に操作してください。
設定画面でUP・DOWNキーで設定する値を表示後、SETキーを１秒以上長押しします。
赤のLEDが消灯し確認画面となります。
冷房モードで自動アドレスの場合：「　」を設定してください。
（自動アドレス設定の通信が始まり、圧縮機が運転し冷房モードでの自動アドレスが開始します。）
　　　（すべての室内ユニットも運転状態になります。）

※中断したい場合は　ケース１　の手順（７）と同様に操作してください。
（圧縮機が停止し、親ユニットコントロール基板上の表示が「　　　」から初期画面に変わります。）
（次の系統の自動アドレスが開始します。）
（すべての系統の自動アドレスが完了したら終了です。）
リモコンからの運転が可能になります。
※リモコンからの冷房モードで自動アドレスすることはできません。

（1）
（2）
（3）

（4）

１系統ごとに室内・室外ユニットの電源がＯＮにできない場合
圧縮機を運転しないと室内ユニットアドレスの設定ができません。

●

ケース３－ロ（冷房モードでの自動アドレス）

室外ユニットから自動アドレス設定を操作する方法

室外ユニットに通電後、５時間以上経過してから行います。
ケース1の手順（1）～（4）と同様に操作してください。
設定画面でUP・DOWNキーで設定する値を表示後、SETキーを１秒以上長押しします。
赤のLEDが消灯し確認画面となります。
暖房モードで自動アドレスの場合：「　」を設定してください。
（自動アドレス設定の通信が始まり、圧縮機が運転し暖房モードでの自動アドレスが開始します。）
　　　（すべての室内ユニットも運転状態になります。）

※中断したい場合は　ケース１　の手順（７）と同様に操作してください。
（圧縮機が停止し、親ユニットコントロール基板上の表示が「　　　」から初期画面に変わります。）
（次の系統の自動アドレスが開始します。）
（すべての系統の自動アドレスが完了したら終了です。）
リモコンからの運転が可能になります。
※リモコンからの自動アドレス設定する場合は、全ての冷媒系統の初期設定完了後にリモコンで
自動アドレス操作を行います。

（1）
（2）
（3）

（4）

●9ページの リモコンからの自動アドレス設定方法 を参照してください。

１系統ごとに室内・室外ユニットの電源がＯＮにできない場合
圧縮機を運転しないと室内ユニットアドレスの設定ができません。

●

ケース３－イ（暖房モードでの自動アドレス）

室外ユニットから自動アドレス設定を操作する方法

ケース１の手順（１）～（９）と同様に操作してください。
次に他の系統の室内・室外ユニットのみ電源をＯＮにして、同様の操作を繰り返して
各系統毎の自動アドレス設定を完了してください。
リモコンからの運転が可能になります。
※リモコンからの自動アドレス設定する場合は、初期設定完了後にリモコンで
自動アドレス操作を行います。

（1）
（2）

（3）

●9ページの リモコンからの自動アドレス設定方法 を参照してください。

室外ユニットから自動アドレス設定を操作する方法

１系統ごとに室内・室外ユニットの電源がＯＮにできる場合
圧縮機を運転せずに室内ユニットアドレスの設定ができます。

●

ケース２

-８-



運転／停止温度設定

運転切換タイマー 時間 セット

取消 スイング／風向 省エネ

換気ユニット選択点検フィルター

風速切換

系統
設定中

１Ａ１
項　目
コード

同様の操作を繰り返して各系統の自動アドレス設定を
行います。

４．

自動アドレスが開始され、リモコンに「設定中」  と
点滅表示します。「設定中」が消灯したら設定完了
となり、再起動します。

　    　　で自動アドレスしたい系統Ｎo.を選択し、   
    決定  を押してください。

３．

　    　　で選択、  　　  　 でページが切り替わります。
「9.自動アドレス設定」を選択し、  決定  を押してください。
       　　で項目コード：A1を選択し、  　  を押してくだ
さい。

２．

リモコンの  戻る  ＋  決定  ＋       を同時に４秒以上
押します。
メンテナンス機能画面が表示されます。

１．
＜ＣＺ－１０ＲＴ４シリーズの操作＞

同様の操作を繰り返して各系統の自動アドレス設定を
行います。

４．

自動アドレス中は、リモコンに  設定中  と
点滅表示し、完了時には消灯します。

＜約４分から５分かかります。＞

自動アドレスしたい系統Ｎo.を  ユニット選択
ボタンで選択し、  セット  ボタンを押します。
（１系統を表示し、１冷媒系統の自動アドレス設定を行います。）
１系統の自動アドレスが終わると通常の停止に戻ります。

３．

次に温度設定　    ／　　 ボタンのどちらかを押して
ください。　　（項目コード “Ａ１” を選択して下さい。）

２．

リモコンの時間　　   ボタン＋  点検  ボタンを同時に
押します。（４秒以上）

１．
＜ＣＺ－１０ＲＴ３の操作＞
●冷媒系統ごとに個別選択して自動アドレスを行う場合
リモコンからの自動アドレス設定方法
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室内・室外ユニットの組み合わせ番号を表示（記入）のお願い
自動アドレス完了後表示（記入）してください。
複数台設置される場合、個々の室内・室外ユニットの組み合わせが確認しやすいよう、油性マジック等の
消えにくいもので、室内・室外ユニットの対応番号を室外親ユニットコントロ－ル基板の系統アドレス
番号と対応させ、室内ユニットの確認しやすい場所（室内ユニットのネ－ムプレ－ト近傍）に表示して
ください。

（例）　（室外）１－（室内）１、２・・・　　（室外）２－（室内）１、２・・・
  メンテナンス時に必要となります。　必ず表示するようにしてください。

１．

運転／停止温度設定

系統
設定中

１Ａ１
項　目
コード

設定中 が点滅設定中  が点滅
＜ＣＺ－１０ＲＴ４シリーズ＞＜ＣＺ－１０ＲＴ３＞

●リモコンの表示部

（　　：点灯　　　：点滅　　　：消灯）
ＬＥＤ１ ＬＥＤ２
緑 赤

項目６．自己診断機能表と警報表示内容を参照
設定画面
確認画面

表　　　　　示　　　　　内　　　　　　容

●室外コントロール基板上のＬＥＤ１、ＬＥＤ２の表示内容について

自動アドレス中は初期画面で「　　　 」が点滅します。
自動アドレスを中段する場合は、「　　　 」で「　　」（　　　）を選択し
設定画面で「　」に設定してください。
自動アドレスを中断し、初期画面に戻ります。
自動アドレスが正常に終了した場合、初期画面に戻ります。
自動アドレスが正常に終了しなかった場合、警報表示に従って対処後に
再度自動アドレスを実施してください。

●室外ユニットコントロール基板上
自動アドレス設定中の表示
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詳細については、室内ユニットの据付工事説明書　試運転編を参照してください。

（木）簡単設定

3-1 01

次へﾕﾆｯﾄNo.変更

20:30

ﾕﾆｯﾄNo. 項目ｺｰﾄﾞ 設定ﾃﾞｰﾀ

0001

ここに表示される

リモコンの  戻る  ＋  決定  ＋  　 を同時に４秒以上押します。
メンテナンス機能画面が表示されます。
　    　 で選択、  　  でページが切り替わります。
「７.簡単設定」を選択し、  決定  を押してください。
　    　 でユニットＮｏ．を選択すると、選択された
室内ユニットのみファンが運転しますので、確認できます。
　　リモコン1台に、室内ユニットが1台のみ接続されている場合
　　　  （例：系統アドレスが1系統の場合、　　 ボタンを
　　　　　  押すごとにＡＬＬ、1-1、ＡＬＬ ・・・ と
　　　　　  表示が切り替ります。）
　　リモコン1台に、室内ユニットが複数台接続されている場合
　　　（グループ制御）
　　　  （例：系統アドレスが1系統の場合、  　  ボタンを
　　　　　  押すごとにＡＬＬ、1-1、1-2、1-3、
　　　　　  ＡＬＬ、1-1、･･･ と表示が切り替ります。）
室内ユニットのアドレス確認が終わったら、  戻る  を押し、  
 再起動：“はい” を選択し、 決定  を押してください。

１．

２．

３．

４．

＜ＣＺ－１０ＲＴ４シリーズの操作＞

系統 室内

設定中

温度設定 運転／停止

１-１ユニットＮＯ

項　目
コード
０１

設定データ００００

ここに表示される

点検  ボタン ＋  換気  ボタンを4秒以上押してください。（簡単設定モ－ド）
リモコンに接続されている室内ユニットのアドレスが表示されます。
ユニット選択  ボタンで室内アドレスを選択すると、選択された
室内ユニットのみファンが運転しますので、確認できます。
● リモコン1台に、室内ユニットが1台のみ接続されている場合
　 （例：系統アドレスが1系統の場合、  ユニット選択  ボタンを
　　　 押すごとに ＡＬＬ、1-1 、ＡＬＬ ･･･と表示が切り替ります。）
● リモコン1台に、室内ユニットが複数台接続されている場合
　 （グループ制御）
　 （例：系統アドレスが1系統の場合、  ユニット選択  ボタンを 
　　　 押すごとにＡＬＬ、1-1 、1-2、1-3、ＡＬＬ、1-1、 ･･･と
　　　 表示が切り替ります。）
再度、  点検  ボタンを押すと通常のリモコンモ－ドに戻ります。

１．
２．

３．

＜ＣＺ－１０ＲＴ３の操作＞
リモコンで室内ユニットのアドレスを確認してください。
室内ユニットのアドレス確認

＜ＣＺ－１０ＲＴ３の操作＞
リモコンの 点検 ボタンを４秒以上押してから、 運転／停止  ボタンを押してください。
● 試運転中は液晶表示部に“試運転”と表示されます。
● “試運転”モ－ドでは温度調節はできません。
　（機器に無理がかかりますので試運転時以外は使用しないでください。）
“試運転”は暖房、冷房、送風のいずれかの運転モ－ドでご使用ください。
（注）電源投入後、および運転停止後は約３分間は室外ユニットは運転しません。
正常に運転できない場合には、リモコン液晶表示部に警報表示されます。
（項目６．自己診断機能表を参照して修正してください。）
試運転終了後は再度 点検 ボタンを押して液晶表示部の“試運転”の表示が消灯することを確認して
ください。
（このリモコンは連続試運転を防止するために、６０分タイマ－試運転解除機能付になっています。）
ワイヤ－ドリモコンの試運転は、カセット形の天井パネルを取り付けなくても運転可能です。
（“Ｐ０９”表示は出ません。）

１．

２．

３．

４．

※

５．リモコン試運転設定
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・警報の履歴は　　　を確認してください。

リモコン上の「警報表示内容」の表より
確認し、修正してください。
「室外コントロール基板上の警報内容」の表
により警報内容を確認した後、「警報表示
内容」の表より確認し、修正してください。

自動アドレスを開始して数分後（圧縮機が数回、運転、停止
を行う場合もある）、室外コントロール基板上で「　　　」
が表示を続けるが、消灯しない。

自動アドレスを開始して数秒から数分後、リモコンに警報
内容が表示される。

症　　状 原因と対処法
●自動アドレスは開始するが正常に終了できない症状に対する原因と対処法

「警報表示内容」の表より確認し、
修正してください。

初期設定（系統アドレス、室外ユニット号機、
室内ユニット接続台数、室外ユニット接続台
数）の表より確認し、修正してください。

リモコン配線、室内外操作線が正しく接続され
ているか。室内ユニット電源は入っているか。

リモコンから自動アドレスを開始しようとしたが何も表示
されない。

リモコンから自動アドレスを開始するとすぐに警報表示に
なる。

初期設定が正しくできていないと自動アドレスを開始しな
いことがあります。

症　　状 原因と対処法
●自動アドレスが開始できない症状に対する原因と対処法
自己診断機能表

メニュー画面で「　　　」を表示、１秒後に「　　　」が表示されます。
「　　　」が表示されたら、ＳＥＴキーを押します。
ＬＥＤ1（緑）が点灯し、確認画面となります。メニュー番号「　　」と警報コードが交互に表示
されます。
警報なしの場合は「　　　」が表示されます。
UP・DOWNキーで警報履歴を表示します。
表示項目のメニュー番号と警報コード「　」が交互表示します。

１．
２．
３．

４．
５．

※　　　の表示方法
　　  の　　に表示されます。２．

初期画面で警報表示内容が表示されます。（　　　に表示）
※UP・DOWNキーを押すと、他のメニュー画面に切り替わり警報を確認することはできません。

１．
●室外ユニットコントロール基板上の警報表示の方法

６．自己診断機能表と警報表示内容

●

●
●
●

試運転以外の目的には使わないでください。
（室内・室外ユニットに無理がかかるため）
暖房および冷房で試運転できます。温度変更はできません。
連続試運転を防止するため60分後自動で「オフ」になります。
電源投入後および運転停止後、約 3 分間は室外ユニットの運転はしません。

[決定]▲ ▼ [決定]▲ ▼ [戻る]

お願い

1 3つのボタンを同時に 4 秒
以上押す

2「試運転設定」を選ぶ 3「オン」を選ぶ（試運転モードになる） 4 試運転する
押す

■ 試運転を終了する
手順 1・2 を行い、
手順 3 で「オフ」を選ぶ。
（「試運転」表示消灯）

＜ＣＺ－１０ＲＴ４シリーズの操作＞
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自動アドレス警報（室内ユニット台数が多い）E16
自動アドレス警報（室内ユニット台数が少ない）E15
自動アドレス開始禁止E12
室外ユニットが室内ユニットからの受信不良E06

室外ユニットコントロール基板上の警報表示を７セグメント表示で確認できます。
（12ページの“室外ユニットコントロール基板上の警報表示の方法”参照）

●室外コントロール基板上の警報内容

上記以外の表示が出る場合は、15ページ「 ● リモコン上の警報表示内容」を参照してください。・

Ｅ０２ リモコンが正しく接続されていない。（リモコンから室内ユニットへの信号の送信不良）
Ｐ０９ 室内ユニット天井パネルのコネクタが正しく接続されていない。

Ｅ０１ リモコンが正しく接続されていない。（リモコン受信不良）
誤って室内アドレスが未定の室内ユニットのリモコンを操作した場合。（室外ユニットと通信ができない）

全く表示されない リモコンが正しく接続されていない。（電源不良）自動アドレス完了後、室内ユニットの電源が切られた。

リモコン表示 原　　　　　因
●自動アドレス完了後にリモコンを操作したとき、以下の警報が出た場合は、下表に従い不具合個所を修正してください。

室外親ユニットコントロール基板またはリモコンから自動アドレスを開始すると、室内外操作線および
リモコン配線が正常な室内ユニットでは、そのリモコンに「設定中」が表示されます。　自動アドレス中は
室外親ユニットコントール基板上の初期画面で「　　　」が点滅します。
室内ユニットグループ制御時、リモコンわたり配線にミスがある場合、「設定中」表示はされても、アドレ
スが設定されないことがあります。
「Ｅ１５」「Ｅ１６」が表示されても、確認できた室内ユニットにはアドレスを設定します。　設定されたア
ドレスはリモコンにより確認できます。（11ページを参照してください。）

・

・

・

手動もしくは誤った自動アドレス操作により、既に誤ってその系統のアドレスが設定
された室内ユニットがないか。

室内ユニットＥ１，Ｅ３センサー異常はないか。（圧縮機ＯＮ自動アドレス時）
冷媒配管の接続は正しいか。（圧縮機ＯＮ自動アドレス時）
追加冷媒量は正しいか。（圧縮機ＯＮ自動アドレス時）
初期設定の室内ユニット接続台数は正しく設定されているか。

リモコン配線は正しく接続されているか。（オープン、ショート、室内外操作線端子への
誤接続、グループ制御渡り配線等の確認）

室内外操作線は正しく接続されているか。（オープン、ショート、終端プラグ、リモコン
端子への誤配線等の確認）

室内ユニットの電源入れ忘れはないか。
Ｅ１５Ｅ１６Ｅ２０警　　　　　報　　　　　内　　　　　　容

Ｅ２０ 自動アドレス開始後９０秒以内に室内ユニットからのシリアル信号を
室外ユニットが全く受信できなかった。

Ｅ１６ 室外ユニットで初期設定した室内ユニット台数より、自動アドレス時に
認識できた室内ユニット台数が多い。

Ｅ１５ 室外ユニットで初期設定した室内ユニット台数より、自動アドレス時に
認識できた室内ユニット台数が少ない。

警報表示 警　　　　　報　　　　　内　　　　　　容
●自動アドレス開始後、警報表示「Ｅ１５」「Ｅ１６」「Ｅ２０」が表示された場合、以下のような事項を確認してください。
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「ＥＸＧ２」
「ＬＰＳ」
「ＨＰＳ」
「ＳＣＬ」
「ＳＣＧ」
「ＳＣＴ」
「ＴＯ」

「ＥＸＬ１」
「ＥＸＧ１」

「ＤＩＳＣＨ２」
「ＤＩＳＣＨ１」

「ＥＸＬ２」

圧縮機１ 欠相・ロック・2次電流過電流(始動時)・DCCT不良P29
ファン2　室外送風機異常P24
ファン1　室外送風機異常P22
高負荷（バルブ開け忘れなど）P20
圧縮機２  吐出温度異常P17
圧縮機１ ２次電流過電流（始動後）P16
O2センサー動作P14
逆相検知・瞬時停電検知・DC電圧チャージ不良P05
高圧スイッチ動作P04
圧縮機１  吐出温度異常P03
四方弁動作不良L18
室外ユニットの機種不一致L17
許可されていない室内ユニットが接続されているL13
室外ユニット能力未設定L10
室内ユニット優先重複（優先でない室内ユニット用）L06
室内ユニット優先重複（優先室内ユニット用）L05
室外ユニットアドレスの重複設定L04
HIC異常・DC電圧過電圧・低電圧H31
圧縮機２  オイルセンサー抜けH27
圧縮機２  吐出温度センサー抜けH15
圧縮機２  CTセンサー抜けH13
圧縮機２  ロック電流H12
圧縮機２  過電流H11
圧縮機１  オイルセンサー抜けH08
圧縮機オイル不足警報H07
低圧異常低下H06
圧縮機１  吐出温度センサー抜けH05
圧縮機１ １次電流検知不良H03
圧縮機1  1次電流過電流H01
室外ユニット不揮発性メモリ（EEPROM）異常F31
室外熱交換器２  液温度センサー異常F24
室外熱交換器２  ガス温度センサー異常F23
低圧センサー異常F17
高圧センサー異常F16
過冷却液温度センサー異常F15
過冷却ガス温度センサー異常F14
圧縮機入口温度センサー異常F12
外気温度センサー異常F08
室外熱交換器１  液温度センサー異常F07
室外熱交換器１  ガス温度センサー異常F06
圧縮機２  吐出温度センサー異常F05
圧縮機１  吐出温度センサー異常F04
室外ユニット基板内通信異常E31
室外子ユニットが室外親ユニットからの受信不良E29
組合せ室外ユニット相当馬力が54馬力超過E27
室外台数不一致E26
室外ユニットアドレス設定不良（重複）E25
室外ユニット間通信異常E24
室外連動時、従系統が主系統から受信不良E22
室外連動時、主系統が従系統から受信不良E21
自動アドレス中室内ユニット受信不良E20
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<<　>> の警報表示の場合は他の室内ユニットの運転に影響しません。
<   >の警報表示の場合は不具合の内容によって他の室内ユニットの運転に影響する場合としない場合が
あります。

Ｆ２９ 室内コントロール基板上の不揮発性メモリＩＣ（ＥＥＰＲＯＭ）不良
<<Ｐ１２>> ファンインバーター保護機能動作
<<Ｐ１０>> フロートスイッチ
<<Ｐ０１>>

室内ユニット保護
送風機保護サーモ

<<Ｐ０９>> 天井パネルの接続またはコネクタの接続不良
<<Ｆ１１>> 吹出し温度センサー
<<Ｆ１０>> 吸込温度センサー
<<Ｆ０３>> 熱交温度センサー　Ｅ３
<<Ｆ０１>>

室内ユニットサーミスター異常

熱交温度センサー　Ｅ１
<<Ｌ０９>> 室内ユニットの能力未設定
Ｌ０８ 室内ユニットアドレス未設定
Ｌ０７ 個別制御室内ユニットにグループ制御配線を接続した
<Ｌ０３> グループ制御室内ユニットの親ユニット設定重複
 <<Ｌ０２>>

設　定　不　良

マルチ室外ユニットに接続された室内ユニットがマルチ用でない

Ｅ１８ グループ制御配線の室内ユニット通
信異常

室内親ユニットが室内子ユニットからの
シリアル信号の受信不良

<<Ｅ０９>> リモコン親設定の重複
Ｅ０８ 設　定　不　良 室内ユニットアドレス設定の重複

Ｅ０４ 室内ユニットが室外親ユニットコント
ロール基板からの信号の異常を検出

・
・
シリアル信号の受信不良
室外ユニットの電源ＯＮ時に接続台数と設定台数の
不一致

<<Ｅ０３>> 室内ユニットがリモコン（または集中制御機器）からのシリアル信号の受信不良
<Ｅ０２> リモコンが正しく接続されていない

<Ｅ０１>

リモコンが室内からの信号の
異常を検出

・

・

リモコンの受信不良
（グループ制御の場合は親ユニットからの信号）
室外親ユニットコントロール基板上の
系統アドレス、室内ユニットアドレス、
室内ユニットの個別／親／子設定が未定
（自動アドレス未完了）

ワイヤード
リモコン表示 検　　　　　出　　　　　内　　　　　　容

●リモコン上の警報表示内容
リモコン上では、室外親ユニットコントロール基板上の警報表示内容の他に以下の警報内容があります。
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最終確認は、集中制御機器またはインターフェース・その他の周辺機器に接続されている室内外操作
線（S-LINK 配線）で、線間抵抗をテスターで測定し、30Ω～ 120Ωであることを確認してください。
抵抗値が範囲外の場合は、再度、終端プラグを確認してください。
それでも範囲外の場合は、線に問題があります。
結線は確実に行っているか。
被覆にキズや劣化がないか。
線間および線と大地間を500Vメガー（絶縁抵抗計）で、測定し、100MΩ以上あることを確認ください。
必ず計測時は、線の両端を端子台からはずしてください。はずさないと壊れます。
100MΩ未満の場合は、新規に配線工事を行ってください。

・
・
・

終端プラグは、室外コントロール基板上、または オフィス・店舗エアコンのS-LINKアダプター（別売）
の基板上にあります。
集中制御機器、インターフェース、その他周辺機器を接続する場合は、終端プラグの調整が必要です。
接続しない場合でも、ビル用マルチは、確認が必要です。
この室内外操作線（S-LINK 配線）の終端プラグは、１冷媒系統の場合は、１か所。（基本配線図　例（１））
2冷媒系統以上の場合は、２か所を有（ビル用マルチは［SHORT］（出荷時のまま）、S-LINKアダプター
は［ON］）にします。（基本配線図　例（２））
2か所 有 にする場所は、通信が安定するため、集中制御機器から、一番手前の室外ユニットと一番遠
い室外ユニットの終端プラグの２か所を有（ビル用マルチは［SHORT］、S-LINKアダプターは［ON］）
にします。
上記 2か所以外の冷媒系統は、無（ビル用マルチは［OPEN］、S-LINKアダプターは［OFF］
（S-LINKアダプターは出荷時のまま））にしてください。
3か所以上、終端プラグを 有 にするのは、禁止です。
ビル用マルチとオフィス･店舗エアコンが混在しても、上記の設定になります。
連結で使用するビル用マルチの室外ユニットの子ユニットは、室内外操作線に未接続のため、終端プラ
グを無［OPEN］にする必要はありません。

・

・

・

・
・

正しく調整しないと、通信エラーになります。
終端プラグの調整が必要です。
ご注意ご注意ご注意
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